
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 ９月１日 
台東区立浅草中学校 

    

  

【９月の献立より】 

 長い夏休みが終わり、学校生活が再開しました。学校がある日もない日も元気に過ごすた

めには、規則正しい生活リズムが大切です。朝ご飯や睡眠・休養など、生活リズムを整える

ためにポイントをお伝えします。 

 【月見団子について】 

秋の収穫に感謝し、お米を粉にしてお団 

子を作りお供えしたのが月見団子の始まり 

です。十五夜にかけて１５個にすることが 

多いようです。「三方（さんぼう）」という 

台の上に重ねて置きます。 

＜十五夜献立＞ 

２９日 里芋ご飯、月見汁 

 ９月２９日は十五夜です。十五夜は月見団子やその時期に収穫し

た里芋や果物などをお供えして月を眺める行事です。 

 給食では、里芋ご飯とお団子入りの月見汁を作ります。 

１２日 冬瓜スープ 

冬瓜は、水分を多く含んでいるた

め、体を冷やす働きがあるといわれ

ています。残暑が厳しい季節にぴっ

たりの野菜です。 

給食では、地産地消の取り組みと

して東京都(八王子市の元気農場)で

収穫された冬瓜を鶏がらでとった出

汁で煮てスープにします。 

 

毎月の食育の日(19 日)に合わせて、給食で日本全国の郷土料理や名産品を取り入れています。 

今月は「鳥取県」の料理です。 

給食でめぐる日本一周 

 

９月２０日(水)【鳥取県の料理】 

・大山おこわ 

・はたはたのから揚げ 

・ゆかり和え 

・じゃぶ煮 

・梨 

・牛乳 

【大山（だいせん）おこわ】 

 大山おこわは、鳥取県大山町（西部地区）の郷土料理で、醤油を入れて炊い

たおこわです。お祭りや祝い事のごちそうとして受け継がれてきています。 

【ハタハタのから揚げ】 

 鳥取県は、ハタハタの漁獲量が全国トップクラスです。東北地方で獲れる

ハタハタは卵が多いですが、鳥取県で獲れるものは脂がのっているのが特徴

です。 

 【じゃぶ煮】 

 じゃぶ煮は、地元でとれた野菜や豆腐、鶏肉などを煮込んだ料理です。豆

腐や野菜を煮込んでいるうちに「じゃぶじゃぶ」と水分が出てくるのが名前

の由来です。 

 【梨】 

 梨は、鳥取県を代表する果物です。中でも「二十世紀」という品種が有名

で、その花は鳥取県の県花となっています。 

 


